
事業番号 ０１３４

平成２３年　行政事業レビューシート　( 内 閣 府 )

事業名 青年国際交流経費 担当部局庁
政策統括官（共生社会政策担当）
（子ども・若者子育て施策総合推進室）

作成責任者

事業開始・
終了(予定）年度 昭和34年度 担当課室 参事官（青年国際交流担当） 参事官　佐藤　正昭

会計区分 一般会計 施策名 10－⑱共生社会実現のための施策の推進

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

内閣府設置法　第４条　第３項　二十七
青少年の健全な育成に関する関係行政機関の事務の連絡
調整及びこれに伴い必要となる当該事務の実施の推進に
関すること

関係する計
画、通知等

「子ども・若者ビジョン」（平成22年７月23日　子ども・若者育成支援推進本部決定）

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

　内閣府の青年国際交流事業は、航空機による派遣・招へい事業及び船による多国間交流事業を通じた日本と諸外国の
青年の交流により、青年相互の理解と友好を促進するとともに、青年の国際的視野を広めて、国際協調の精神を養い、次
代を担うにふさわしい青少年を育成することを目的としている。

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　航空機による派遣・招へい事業及び船による多国間交流事業において、我が国及び諸外国の参加青年は、世界的視野
に立った共通課題の研究・討論、自国の文化の紹介などの各種交流活動や、産業・文化・教育施設の視察、ホームステイ
などの活動を行い、友好、親善を深める。
　これまでに、日本青年約15,400人・外国青年約18,700人が事業に参加し、日本を含む世界50か国以上で事後活動組織
が設立され、様々な社会貢献活動などを行っている。

実施方法 □直接実施　　　　　　　■業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　□その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度 22年度 23年度

0 0 0

計

24年度要求

予算
の状
況

当初予算 1,609 1,580 1,565 1,464 1,321

補正予算 0

繰越し等 0 0 0 0

1,609 1,580 1,565 1,464 1,321

執行額 1,637 1,703 1,661

執行率（％） 101.7% 107.8% 106.2%

達成度

成果指標 単位 20年度 21年度

％ ― 92%

成果目標及び成
果実績

（アウトカム）

22年度
目標値

（各年度）

青年国際交流事業の各事業における参加青年ア
ンケート調査において、事業参加が青年本人の
将来に役立つと思う者の割合

成果実績
各事業平均

94％
83% 93% 90%以上

103%

活動指標及び活
動実績

（アウトプット）

活動指標 単位 20年度 21年度 22年度 23年度活動見込

単位当たり
コスト

1,867（千円／人） 算出根拠 各事業にかかったコスト／参加青年人数

国際青年育成交流事業、日本・中国青年親善交
流事業、日本・韓国青年親善交流事業、「世界青
年の船」事業、「東南アジア青年の船」事業、青年
社会活動コアリーダー育成プログラムにおいて、
日本青年と海外青年の交流を行っている。

活動実
績

（当初見
込み）

人

日本参加青年
３０２人

外国参加青年
６０２人

日本参加青年
３０４人

外国参加青年
５６３人

日本参加青年
２９６人

外国参加青年
５６７人

382 426 「世界青年の船」事業見直しによる運航日数の削減、航空賃見直し等によ
る減

18 16

―

日本参加青年
３１５人

外国参加青年
６２１人

日本参加青年
３１９人

外国参加青年
５８１人

日本参加青年
３１５人

外国参加青年
５８１人

日本参加青年
３１５人

外国参加青年
５６９人

職員旅費

委員等旅費 2 1

費　目 23年度当初予算 24年度要求 主な増減理由

諸謝金

10

青年海外派遣旅費 42 71

計 1,464 1,321

外国人招へい旅費 221 182

庁費 19

平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳

青年の船運航費 779 615



事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

目
的
・
予
算
の

状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○
国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業
ではないか。

－ 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

資
金
の
流
れ

、
費
目
・
使

途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実
績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

○ 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

点
検
結
果

・青年国際交流経費の予算額は、１０年前（平成13年度）は約19億円であったが、事業の廃止・合理化により段階的に縮減を行い、平
成23年度は14億６千万にまで減額している。
・各事業のプログラム実施においては、例年その手法や効果等について検討しているところであるが、地方自治体等による支援・協力
を求めるなどにより、引き続き、事業の見直しを進めるとともに、執行が予算を上回っている現状を踏まえ、予算の効果的・効率的な
執行に努める。
・本事業の参加青年は、事業参加後に国際機関やＮＰＯなどで活躍しているほか、既参加青年が組織している非営利の活動団体「日
本青年国際交流機構」（ＩＹＥＯ）において、事後活動を活発に展開している。また、外国参加青年においても世界50か国以上で事後活
動組織が活動しており、本事業の参加を基に世界中にネットワークが作られている。このような事業効果を対外的に発信し、理解を求
めていくことが大切であることから、今後、社会貢献活動等の事後活動実績を調査することなどにより、既参加青年の各界での活躍
やネットワークを具体的に明らかにした上で、事業の効果を点検してまいりたい。

予算監視・効率化チームの所見

一
部
改
善

一者応札等について、実質的な競争性の確保のため、仕様要件の内容や応札しやすい環境づくりなど、入札関係について
大幅な改善を図るべき。
執行率が毎年１００％を超えている。今事業における過去の効果の検証、プログラムの見直し、参加者負担額の増額など
効率化について検討すべき。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

青年国際交流事業における支援業務等のにおいては、一部を除き１者入札が続いているところであるが、これまでの入札においても広く
事業者を求めるため、事業者に求める要件を緩和するなど、改善を行ってきたところ。今年度の入札においても、一部を除き１者入札だっ
たことを踏まえ、来年度の調達に当たっては、より事業者が参加しやすいよう公告期間の延長や入札要件の見直し、仕様書における業務
内容の記載についての点検等を行う。
執行率が毎年１００％を超えていることについては、各事業のプログラムの見直しを行うことにより、予算内における効率的・効果的な事業
の実施を目指すこととする。なお、事業のうち、「世界青年の船」事業については、プログラムを見直すことにより、平成２３年度予算に対し
２４％削減を行った。

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）



※平成22年度実績を記入

・「東南アジア青年の船」
事業支援業務
・「世界青年の船」事業支
援業務
・国際青年育成交流事業
に関する支援業務
・日本・中国青年親善交流
事業に関する支援業務
・日本・韓国青年親善交流
事業に関する支援業務
・青年社会活動コアリー
ダー育成プログラムに関
する支援業務
・青少年国際交流事業の
活動充実強化における支
援業務

「東南アジア青年の船」
事業における参集式等

運営業務

・「東南アジア青年の船」
事業における会場賃貸借
等〔随契（少額）〕
・「世界青年の船」事業に
おける会場賃貸借等〔随
契（公募）〕

国際青年育成交流事
業、青年社会活動コア
リーダー育成プログラ
ム等における派遣旅費

「東南アジア青年の船」
事業及び「世界青年の
船」事業の実施に伴う
旅客船の定期傭船及

び運航業務

【随意契約】 【直接】

【直接】

Ｇ．個人（派遣青年）
４２百万円

Ｅ．民間事業者（１４社）
２１百万円

・青年国際交流事業に係
る梱包発送
・青年の船事業に係る物
品購入
・青年国際交流事業概要
及び応募要領等の印刷製
本
・青年国際交流事業にお
ける記念品購入

【随契（少額）】

Ｆ．民間事業者（３７者）
１０百万円

Ｈ．個人（招へい青年）
２２６百万円

「東南アジア青年の
船」、「世界青年の船」
事業における訪問国現
地経費等

「東南アジア青年の船」、
「世界青年の船」事業、国
際青年育成交流事業等に
おける外国青年招へい旅
費

【直接】

・青年国際交流事業参加
青年等選考試験に係る謝
金、旅費
・「世界青年の船」「東南ア
ジア青年の船」事業におけ
る謝金
・「世界青年の船」「東南ア
ジア青年の船」事業等に
おける職員の出張旅費
（国内外）
・臨時事務補助員人件費

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）
（単位：百万

円）

内閣府政策統括官（共生
社会政策担当）
１、６６１百万円

Ｃ．㈱ニューオータニ
４百万円

Ｄ．㈱パノラマ・ホテルズ・
ワン

３件　３百万円

Ａ．（財）青少年国際交流
推進センター
７件　５２０百万円

Ｂ．商船三井客船㈱
２件　８０６百万円

【一般競争】 【一般競争】 【一般競争】 【随契（公募）（少額）】

事業概要、役割
日本と諸外国の青年の交流により、相互理解と友好を促進
し、次代を担うにふさわしい国際性を備えた健全な青年を育

成することを促進

Ｉ.個人（有識者・職員）
３０百万円



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロック
ごとに最大の金
額が支出されて
いる者について

記載する。費目と
使途の双方で実
情が分かるよう

に記載）

A.（財）青少年国際交流推進センター E.a.t.s.Pcific

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務費
「東南アジア青年の船」事業支援業
務

151 借料
ハイヤー及びバス借上料（フィジー
共和国、オーストラリア）

8

役務費 「世界青年の船」事業支援業務 110

役務費
青年社会活動コアリーダー育成プ
ログラム支援業務

86

役務費 国際青年育成交流事業支援業務 84

役務費
日本・韓国青年親善交流事業支援
業務

35

役務費
青少年国際交流事業の活動充実
強化支援業務

30

役務費
日本・中国青年親善交流事業支援
業務

24

計 520 計 8

B.商船三井客船㈱ Ｆ.朝日梱包㈱

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

傭船料 601 雑役務費
平成２３年度青年国際交流事業参
加青年募集関係書類等の梱包発
送

1

運航経費
燃料、供食費、港費、運航消耗品
等

152

運航委託手
数料

53

計 806 計 1

C.㈱ニューオータニ G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

会議費 飲食代 3

借料 会場の賃貸借 1

雑役務費 看板代等 0.3

その他 消費税等 0.2

計 4 計 0

D.㈱パノラマ・ホテルズ・ワン H.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

会議費 飲食代 2

借料 会場の賃貸借 0.4

雑役務費 装飾代等 0.1

その他 消費税等 0.1

計 3 計 0



支出先上位１０者リスト
Ａ．（財）青少年国際交流推進センター

Ｂ．商船三井客船㈱

Ｃ．㈱ニューオータニ

Ｄ．㈱パノラマ・ホテルズ・ワン

Ｅ．民間事業者

Ｆ．民間事業者

㈱丸井工文社 東南アジア青年の船事業（第３７回）リーフレット（英文）印刷製本等 0.4

随契（少額） ―

1 ㈱パノラマ・ホテルズ・ワン
1者

随契（少
額）

―
「世界青年の船」事業における会場等の賃貸借等
「東南アジア青年の船」における会場等の賃貸借等

2
0.9

1 ㈱ニューオータニ 「東南アジア青年の船」事業における参集式等運営業務 4 2者 ―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1 商船三井客船㈱

「東南アジア青年の船」事業実施に伴う旅客船の定期傭船及び運
航委託
「世界青年の船」事業実施に伴う旅客船の定期傭船及び運航委
託

420

385

1者

1者
―

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1
（財）青少年国際交流推進
センター

2 (有)創電社 「東南アジア青年の船」事業に係る物品購入等 1

「東南アジア青年の船」事業支援業務
「世界青年の船」事業支援業務
青年社会活動コアリーダー育成プログラム支援業務
国際青年育成交流事業支援業務
日本・韓国青年親善交流事業支援業務
青少年国際交流事業の活動充実強化支援業務
日本・中国青年親善交流事業支援業務

151
110
86
84
35
30
24

支　出　先 入札者数 落札率

1 朝日梱包㈱ 平成２３年度青年国際交流事業参加青年募集関係書類の梱包発送等 1 随契（少額） ―

業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

3 ㈱双文社 平成23年度青年国際交流事業事業概要及び募集要項印刷製本 1 随契（少額） ―

4 富士ゼロックス㈱ 電子複写機の賃貸借等 1 随契（少額） ―

随契（少額） ―

5 ㈱三陽堂 ビラ代等購入 0.7 随契（少額） ―

―

7 メディアランド㈱ 青年国際交流事業参加青年募集リーフレット印刷製本 0.5 随契（少額） ―

随契（少額） ―

10 随契（少額） ―

8 トップツアー㈱ 世界青年の船事業に係る通訳業務 0.4 随契（少額）

1 a.t.s.Ｐacific

9

稲木商工㈱ 紺ジャージ代剣道上着外代 0.3

6 ㈱祐馬工芸 青年国際交流事業参加青年に対する記念品の購入 0.5

支　出　先 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

入札者数 落札率

1者
1者
1者
2者
1者
1者
2者

―

寄港地活動に要するバス・ハイヤー借上代（フィジー共和国、オー
ストラリア）

8 随意契約 ―

2 ＴＲＡＶＥＸ　ＣＯ．，ＬＴＤ． 寄港地活動に要するバス・ハイヤー借上代（タイ） 3 随意契約 ―

3
ＫＥＮＴＯＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ　Ｐ
ＴＥ　ＬＴＤ

寄港地活動に要するバス・ハイヤー借上代（シンガポール） 2 随意契約 ―

4
Ｎ．Ｊ．ＴＯＵＲＳ　ＳＤＮ．Ｂ
ＨＤ

寄港地活動に要するバス・ハイヤー借上代（マレーシア） 2 随意契約 ―

5
ＰＴ．ＰＡＮＤＡ　ＴＲＡＶＥＬ　
ＡＧＥＮＣＹ　ＩＮＤＯＮＥＳＩＡ

寄港地活動に要するバス・ハイヤー借上代（インドネシア） 2 随意契約 ―

6 ＴＯＭＡＴＥＣＯ　ＴＯＵＲＩＳＴ 寄港地活動に要するバス・ハイヤー借上代（ベトナム） 1 随意契約 ―

7
Ｌone　Ｐｉｎｅ　Ｋｏａｌａ　        
Ｓanctuary

寄港地活動入場料（オーストラリア） 1 随意契約 ―

8 Riverlife Adventure Centre 寄港地活動見物料（オーストラリア） 0.8 随意契約 ―

9 South Pacific Tours 寄港地活動に要するハイヤー借上料（バヌアツ） 0.3 随意契約 ―

10
ＳＯＬＯＭＯＮ　ＫＩＴＡＮＯ　
ＭＥＮＤＡＮＡ　ＨＯＴＥＬ

寄港地活動に要するハイヤー借上料（ソロモン） 0.2 随意契約 ―


